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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
９
月
】

　

日
・
慶
應
義
塾
大
学
大
沼
ゼ
ミ

１７

が
環
境
経
済
戦
略
学
習
で

来
市（
〜　

日
）

１９

　

日
・
全
国
中
学
新
人
競
漕
大
会

２０

（
〜　

日
）

２１

　

日
・
但
馬
国
際
運
動
会

２３
　

日
・
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

２４
　

日
・
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

２７

「
風
」竣
工
式

　

日
・
い
ち
ど
き
ん
祭

２８
　
　

・
災
害
看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム　
ｉｎ

豊
岡

　
　

・
出
石
消
防
団
消
防
操
法
大

会

　

日
・
市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」出

２９

発
式

【　

月
】

１０２
日
・
近
畿
地
方
道
路
整
備
促
進

総
決
起
大
会
（
東
京
都
）

４
日
・
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
運

動
遊
び
で
脳
力
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
」

　

日
・
戦
没
者
追
悼
式

１０
　

日
・
目
の
愛
護
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

１１

「
守
ろ
う
１
８
０
０
０
０

の
ひ
と
み
」

　

日
・
出
石
だ
ん
じ
り
祭
り

１２
　

日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

１３

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

　

日
・
城
崎
秋
ま
つ
り（
〜　

日
）

１４

１５

　

路
線
バ
ス
の
一
部
休
止
申
出
に

対
応
し
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必

要
な
旅
客
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
、
豊
岡
市
が
事
業
主
体

と
な
り
、
一
般
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
者
に
運
行
を
委
託
し
た
市
営

バ
ス
「
イ
ナ
カ
ー
」
が　

月
１
日

１０

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
９
月　

日
、

２９

「
イ
ナ
カ
ー
」
の
出
発
式
を
市
役

所
前
駐
車
場
で
開
催
し
、
市
関
係

者
や
運
行
事
業
者
の
ほ
か
、
沿
線

児
童
を
代
表
し
て
竹
野
南
小
学
校

６
年
の
岩
崎 
善  
起 
く
ん
と
冨
森 
香 

よ
し 

き 

か

　

豊
岡
市
と
香
美
町
、
新
温
泉
町

が
連
携
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た

障
害
児（
者
）の
地
域
療
育
拠
点
施

設
「
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

『
風
』」
が
戸
牧
に
完
成
し
、　

月
１０

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
専
門
的
人
材
に
よ

り
幼
児
期
か
ら
一
貫
し
た
療
育
指

導
や
訓
練
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、

総
合
的
な
障
害
児（
者
）療
育
を
推

進
す
る
た
め
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

完
成
式
典
で
は
、
登
録
保
護
者

代
表
の
野
村
靖
子
さ
ん
が
「
北
但

の
地
に
念
願
の
療
育
セ
ン
タ
ー
が

で
き
、
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
当
の

療
育
の
拠
点
と
な
る
よ
う
育
て
て

い
き
た
い
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー「 
風 
」が
オ
ー
プ
ン

ふ
ぅ

総
合
的
な
障
害
児（
者
）療
育
の
拠
点
施
設
に
期
待

▲市役所前から次々と出発する市営バ
ス「イナカー」

市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」が
運
行
開
始

路
線
維
持
の
た
め
積
極
的
な
利
用
を

▲完成式典で、関係者によるテープ
カットとくす玉割り

 
帆 
さ
ん
、
合
橋
小
学
校
６
年
の
久

ほ世 
剛  
史 
く
ん
と
中
井 
文  
香 
さ
ん
が

つ
よ 

し 

あ
や 

か

参
加
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
「
市
民
の
交
通
手

段
は
守
る
、
を
基
本
と
し
、
実
情

に
応
じ
た
も
の
と
し
た
。
利
用
状

況
に
よ
っ
て
は
廃
止
も
あ
り
う
る
。

背
水
の
陣
で
臨
み
、
維
持
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
通
学
で
バ
ス
を
利
用
す

る
久
世
剛
史
く
ん
が
「
児
童
の
７

割
、
冬
に
は
９
割
が
バ
ス
で
通
学

し
ま
す
。
な
く
な
る
と
聞
き
不
安

で
し
た
が
バ
ス
が
走
る
こ
と
に
な

り
安
心
し
ま
し
た
。
毎
日
元
気
に

あ
い
さ
つ
す
る
の
で
、
運
転
手
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
ロ
ゴ
の
入
っ
た
車
両
４

台
は
、
関
係
者
ら
に
見
送
ら
れ
、

次
々
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

実
証
運
行
後
も
路
線
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
定
数
条
例
案
を
可
決

議
員
定
数
を　

人（
４
人
減
）に
改
正
し
ま
し
た

２６

　

９
月
市
議
会
定
例
会
最
終
日
の

９
月　

日
に
、
議
員
発
議
に
よ
り

２９

市
議
会
議
員
定
数
条
例
案
２
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
件
は
、
会
派
「
み
ら
い
」
か

ら
の
提
案
で
、
現
在　

人
の
議
員

３０

定
数
を
２
人
減
ら
し
て　

人
へ
、

２８

も
う
１
件
は
、
会
派
「
六
星
会
」

と
「
公
明
党
豊
岡
市
議
団
」
に
よ

る
共
同
提
案
で
、
議
員
定
数
を
４

人
減
ら
し
て　

人
に
改
正
し
よ
う

２６

と
す
る
も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、
現
状
の　

人
、　

３０

２８

人
、　

人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る

２６

意
見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
議
員
定
数
を「　

人
」

２６

に
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
定
数
は
、
来
年　
１０

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
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風 

ふ
ぅ 

 
慶  
應 
義
塾
大
学
の
学
生
が
豊
岡
で
環
境
経
済
の
取
組
み
を
学
習

け
い 
お
う

　

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３

１３

１５

日
間
、
第　

回
全
日
本
総
合
男
子

５４

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
県

立
但
馬
ド
ー
ム
を
メ
イ
ン
会
場
と

す
る
市
内
５
会
場
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

前
年
度
準
優
勝
の
株
式
会
社
デ

ン
ソ
ー（
愛
知
県
）を
は
じ
め
、
日

本
リ
ー
グ
推
薦
６
チ
ー
ム
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た　
２５

チ
ー
ム
の
総
勢　

チ
ー
ム
が
、
日

３２

本
一
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

開
催
地
で
あ
る
日
高
地
域
の

方
々
は
、
歓
迎
の
手
づ
く
り
看
板

を
掲
げ
、
大
会
を
支
援
し
、
観
客

は
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が

繰
り
広
げ
る
プ
レ
ー
の
迫
力
、
ス

ピ
ー
ド
、
技
の
連
続
に
す
っ
か
り

魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
高
崎
市
役
所
（
群
馬

県
）
が
初
優
勝
で
、
ホ
ン
ダ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
栃
木

県
）
が
準
優
勝
で
し
た
。

　

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
２

１７

１８

日
間
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

大
沼
あ
ゆ
み
教
授
と
ゼ
ミ
の
学
生

　

人
が
豊
岡
市
環
境
経
済
戦
略
の

１９取
組
み
を
学
ぶ
た
め
に
豊
岡
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

大
沼
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
は
環

境
経
済
学
で
、
今
回
の
訪
問
は
、

戦
略
を
策
定
し
て
環
境
経
済
に
取

り
組
む
豊
岡
で
ど
の
よ
う
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
学
ぶ
た
め

の
も
の
で
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
に
よ
る
米
づ
く
り
」や「
城

崎
温
泉
の
ま
ち
づ
く
り
と
宿
づ
く

り
」
な
ど
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
取
組
み
を
進
め
て
い
る

事
業
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
活
発

に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会

で
は
、
学
生
た
ち
か
ら
「
関
東
で

は
、
豊
岡
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
城
崎

温
泉
・
出
石
の
い
ず
れ
も
認
知
度

が
低
い
。
豊
岡
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
所
な
の
で
、も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
」、

「
豊
岡
の
中
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
環

境
に
つ
い
て
温
度
差
が
感
じ
ら
れ

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
取
組
み
の

認
識
を
ま
ず
市
内
に
広
げ
る
べ

き
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し

た
。

第　

回
全
日
本
総
合
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
を
開
催

５４

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
、ス
ピ
ー
ド
に
観
客
は
釘
付
け　
!!

▲入場行進をする各チーム
▲中貝市長の説明を聞く慶應義塾大
学の学生たち

　

自
分
の
能
力
を
深
く
清
く
理
解

し
、
筆
を
執
る
こ
と
を
極
力
避
け

て
い
た
私
が
、
字
を
書
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
北
但
広
域
療
育
セ
ン

タ
ー
の
名
称「
風
」で
す
。「
市
長
、

思
い
入
れ
の
あ
る
施
設
で
し
ょ

う
？
」
と
い
う
職
員
の
殺
し
文
句

に
負
け
ま
し
た
。

　
「
風
」
は
、
豊
岡
病
院
の
隣
に　
１０

月
か
ら
開
設
さ
れ
た
、
障
害
児
・

者
の
た
め
の
療
育
施
設
で
す
。
北

但
１
市
２
町
が
共
同
で
設
置
し
、

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
に
運
営
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
結
婚
式
や
葬
式
に
も
行
け
な

い
。
但
馬
に
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
仕
組
み
も
な
い
」と
い
う
保
護
者

の
悲
痛
な
声
を
聞
い
た
の
が
、　
１０

年
以
上
も
前
の
こ
と
。
関
係
者
の

努
力
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
豊
岡
病

院
で
始
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後

病
院
の
体
制
が
整
わ
な
い
と
し
て

残
念
な
が
ら
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。

　

姫
路
に
「
ル
ネ
ス
花
北
」
と
い

う
療
育
施
設
が
あ
り
ま
す
。
豊
岡

の
子
ど
も
た
ち
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
２
時
間
も
か
け
て

行
く
と
、
子
ど
も
の
機
嫌
や
体
調

が
悪
く
な
り
、
着
い
た
ら
訓
練
ど

こ
ろ
で
な
く
な
っ
て
い
て
、
む
な

し
く
帰
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　

せ
め
て
重
症
心
身
障
害
児
・
者

通
園
事
業
を
、
と
い
う
こ
と
で
国

と
県
に
働
き
か
け
、
実
現
し
ま
し

た
が
、
元
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
施
設

で
は
、
お
風
呂
は
無
理
で
し
た
。

　

で
も
、
一
歩
ず
つ
、
一
歩
ず
つ
。

　

職
員
が
保
護
者
や
現
場
の
方
々

と
の
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
準

備
を
進
め
、「
風
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

等
の
専
門
職
が
療
育
に
当
た
り
、

精
神
科
医
の
大
森
和
広
先
生
の
ご

尽
力
も
あ
っ
て
、
来
年
４
月
に
は
、

施
設
内
の
診
療
所
に
障
害
児
専
門

の
小
児
科
医
も
や
っ
て
来
ま
す
。

　

完
成
式
典
で
の
保
護
者
代
表
の

方
の
言
葉
で
す
。

　
「
哀
し
く
も
利
用
で
き
ず
に
天

国
に
召
さ
れ
た
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
き
っ
と
丘
の
上
に
吹

く
風
と
な
っ
て
私
た
ち
を
見
守
り
、

た
ま
に
の
ぞ
き
に
来
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

涙
が
出
ま
し
た
。


